
Amazon Flexで 

気づかないうちにアカウント停止に
つながる行動まとめ 
― 配達中の判断を、一度客観的に整理するための資料 ― 



この資料について（重要） 

このPDFは、 
「これをやれば大丈夫」という正解を教えるものではありません。 

Amazon Flexの配達中に、 
多くの人が「問題ない」と思って選んでいる判断を、 
一度立ち止まって整理するための資料です。 

評価の低下や警告、アカウント停止は、 
多くの場合、 
一つの行動ではなく 小さな判断の積み重ね から起きます。 

この資料では、 
そうした ズレやすい判断のポイント を 
実際の配達経験や相談内容をもとにまとめています。 

作成者：むねさん 

配達歴4年／13万件以上 
アカウント停止・警告相談 200件超 

※本PDFは、Amazon公式の見解ではありません。 
※ 実際の配達経験や相談内容をもとに整理した参考資料です。 
※ 最終的な判断は、ご自身の責任で行ってください。 



Part0｜序章 
このPDFが扱う「問題の正体」 

Amazon Flexにおけるアカウント停止や警告は、 
多くの場合、明確な「違反行為」が原因ではありません。 

実際の相談で多いのは、 

• 何が悪かったのか分からない 

• 突然制限されたように感じる 

• 後から説明しようとしても通らない 

こうしたケースです。 

ここで一つ、はっきりさせておきたいことがあります。 

Amazon Flexの評価や判断は、 
一つの行動で決まるものではありません。 

ほとんどの場合、 
配達中に行われた 小さな判断の積み重ね が 
一定のラインを越えたときに、結果として表に出ます。 

なぜ「理由が説明されない」のか 

多くの人が混乱するポイントはここです。 

「何が悪かったのか教えてくれない」 

しかし、これは 
Amazonが不親切だからでも、 
個別に嫌がらせをしているからでもありません。 

理由は単純で、 

• 判断材料が 単一ではない 

• 評価が 複数の要素で蓄積されている 

• どれが決定打か 本人にも特定できない 



この状態では、 
一つの理由を明示すること自体が難しくなります。 

結果として、 
「総合的に見て基準を満たしていない」 
という形で処理されます。 

問題が起きやすい人の共通点 

相談を受けてきた中で、 
特に多いのが次のタイプです。 

• 真面目にやっているつもり 

• 大きなミスはしていない 

• 他の人と同じように動いている 

つまり、 
自分が「危ない側」にいる自覚がない。 

このタイプほど、 
警告や制限が出たときのダメージは大きくなります。 

なぜなら、 
「直しようがない」と感じてしまうからです。 

このPDFでやること・やらないこと 

この資料では、次のことをします。 

• 配達中に起きやすい判断を分解する 

• 「なぜそう判断しがちか」を言語化する 

• どこでズレが生まれやすいかを整理する 

逆に、次のことはしません。 

• 正解ルートを断定する 

• テンプレートを配布する 



• 成功事例を誇張する 

目的は一つです。 

「自分の判断を、他人の目線で見直せる状態を作ること」 

読み方について 

このPDFは、 
最初から最後まで順番に読む必要はありません。 

• 気になる章だけ読む 

• 当てはまりそうなところだけ確認する 

• 今は関係なさそうな章は飛ばす 

それで問題ありません。 

重要なのは、 
「自分は大丈夫」という前提を一度外して 
確認する視点を持つことです。 



Part1｜第1章 
当日キャンセルが続いたときに起きていること 

1. 現場でよくある判断 

朝、アプリを開いた瞬間に感じる違和感。 
体調が重い、眠気が取れない、予定が詰まっている。 

この時、多くの人がこう考えます。 

• 今日だけなら大丈夫 

• 体調優先は仕方ない 

• キャンセルできる仕様なんだから問題ない 

実際、アプリ上では 
問題なくキャンセルが完了します。 

この時点では、 
何も起きません。 

だからこそ、 
この判断は「問題ない経験」として記憶されます。 

2. なぜ問題ないと思ってしまうのか 

当日キャンセルは、 
一度や二度で即アウトになる行動ではありません。 

むしろ、 

• 何度かやっても何も起きない 

• 周りの人もやっている 

• 明確な警告が来ない 

こうした状況が、 
「これはセーフ」という認識を強化します。 



人は、 
結果が出なかった行動を安全だと判断する 
傾向があります。 

しかし、 
評価はその場で反映されないことも多く、 
水面下で蓄積されていきます。 

3. 内部的に起きやすい変化 

ここで重要なのは、 
「キャンセルした事実」そのものよりも、 

• 頻度 

• 直前性 

• 連続性 

といった パターン です。 

たとえば、 

• 月に1回 

• 直前ではない 

• 毎回理由が違う 

こうしたケースと、 

• 連続している 

• 直前キャンセルが多い 

• 同じ時間帯で起きている 

ケースでは、 
見られ方が大きく変わります。 

ただし、 
その基準が本人に共有されることはありません。 

4. 相談でよく聞く後悔 



実際の相談で多い言葉があります。 

「まさか、あれが原因だとは思わなかった」 

「一度も警告がなかった」 

「せめて注意してくれれば…」 

しかし、 
後から振り返ると、 

• あの月はキャンセルが続いていた 

• 疲れている時期と重なっていた 

• 判断が雑になっていた 

というケースがほとんどです。 

5. 整理チェック 

ここで一度、 
自分に当てはめて考えてみてください。 

• 当日キャンセルが 続いていないか 

• 直前キャンセルが 増えていないか 

• 疲労や私生活の影響を 甘く見ていないか 

重要なのは、 
「キャンセルしたかどうか」ではなく、 
どんな流れで判断しているかです。 



Part2｜第2章 
直前キャンセルを選び続けたときに起きていること 

1. 現場でよくある判断 

配達開始まで、残り30分。 
すでに着替えも済ませ、外に出る準備もできている。 

ただ、 
・渋滞情報が気になる 
・天候が怪しい 
・このブロック、正直割に合わない 

そんな違和感が頭をよぎります。 

ここで多くの人が選ぶのが、 
「直前キャンセル」という判断です。 

• まだ開始前だから問題ない 

• 直前でもキャンセルできる仕様 

• 無断欠勤ではない 

アプリ上では、 
この判断も正常に処理されます。 

そのため、 
「これはセーフな選択肢」 
という認識が強化されます。 

2. なぜ直前キャンセルを選びやすいのか 

直前キャンセルが増える背景には、 
心理的な理由があります。 

• 最後まで様子を見たい 

• 少しでも状況が好転しないか期待する 

• 決断を先延ばしにしたい 



結果として、 
判断が遅れ、直前になる。 

本人の感覚では 
「ギリギリまで真剣に考えた結果」ですが、 
記録上は 
「直前キャンセルを繰り返す人」 
として残ります。 

3. 内部的に見られやすいポイント 

直前キャンセルで特に見られやすいのは、 

• 開始時刻との距離 

• 直前キャンセルの割合 

• 同じ時間帯・曜日で起きていないか 

一回一回は問題なく見えても、 
「直前で判断を変える癖」 
として蓄積されることがあります。 

ここが本人には分かりにくい点です。 

4. 相談でよく聞く後悔 

相談の場で、 
よく聞く言葉があります。 

「無断欠勤じゃないから大丈夫だと思っていた」 

「開始前なら問題ないと聞いていた」 

「ちゃんとキャンセルしているのに…」 

しかし、 
後から時系列で並べると、 

• 毎回ほぼ同じタイミング 

• 疲れている時期に集中 



• 判断基準が曖昧 

という共通点が見えてきます。 

5. 整理チェック 

一度、次を確認してみてください。 

• 直前キャンセルが 増えていないか 

• 判断を先延ばしにする癖がないか 

• 「ギリギリまで様子を見る」が常態化していないか 

問題は 
キャンセルそのものより、 
判断のタイミングにあります。 



Part3｜第3章 
未配・持ち戻りを「仕方ない」で済ませたとき 

1. 現場でよくある判断 

配達先に到着しても応答がない。 
インターホンを押しても反応がない。 

時間は限られている。 
次の配達も控えている。 

このとき、多くの人がこう考えます。 

• 不在だから仕方ない 

• 次に回す余裕はない 

• アプリ上で処理できるから問題ない 

結果として、 
未配・持ち戻り処理を選びます。 

2. なぜ「仕方ない」と判断しやすいのか 

未配は、 
本人のミスではないケースも多いです。 

• 本当に不在 

• 住所が分かりにくい 

• 時間指定が厳しい 

こうした事情があるため、 
「自分の責任ではない」 
という認識が強くなります。 

しかし、 
評価は 事情そのもの ではなく、 
対応の積み重ね を見ています。 

3. 内部的に起きやすいこと 



未配・持ち戻りで見られやすいのは、 

• 未配率 

• 理由の偏り 

• 対応の一貫性 

たとえば、 

• 毎回ほぼ同じ理由 

• サポート連絡を省略 

• 判断がワンパターン 

こうした場合、 
「判断の幅が狭い」と見られる可能性があります。 

4. 相談でよく聞く後悔 

よく聞くのは、次のような声です。 

「本当に不在だった」 

「時間的に無理だった」 

「正しい処理をしたはず」 

ただ、 
状況を詳しく聞いていくと、 

• 毎回サポートに連絡していない 

• 判断を急いでいた 

• 選択肢を一つに固定していた 

というケースが多く見られます。 

5. 整理チェック 

ここで一度、立ち止まってください。 

• 未配が 続いていないか 



• 判断が パターン化していないか 

• 「仕方ない」で思考を止めていないか 

未配自体よりも、 
対応の選び方 が重要です。 



Part4｜第4章 
時間ギリギリ配達が常態化したときに起きていること 

1. 現場でよくある判断 

配達が終わる頃、 
いつも時計を見る余裕がなくなっている。 

• 次の配達先までの距離を見誤る 

• 駐車場所に迷う 

• エレベーター待ちが重なる 

それでも最終的には 
「なんとか時間内に完了した」。 

この結果だけを見ると、 
問題なく見えます。 

むしろ、 
「間に合わせた自分は頑張った」 
という達成感すら残ります。 

2. なぜギリギリ配達を問題だと感じにくいのか 

時間ギリギリ配達が常態化する理由は、 
とても人間的です。 

• 間に合っている以上、失敗ではない 

• 他の人も同じようにやっている 

• 明確な警告が出ない 

つまり、 
結果オーライが続く。 

人は、 
結果が出ている行動を 
「正しい判断」だと認識します。 



しかし、 
評価は 一回の成功 ではなく、 
安定性 を見ています。 

3. 内部的に起きやすい変化 

時間ギリギリ配達で 
蓄積されやすいのは、 

• 時間遵守率の低下 

• 配達のばらつき 

• 余裕のなさ 

本人は「間に合っている」つもりでも、 
システム上では 
常に余白がない状態 として 
認識される可能性があります。 

この状態が続くと、 
一度の遅れが 
大きく評価に影響することもあります。 

4. 相談でよく聞く後悔 

相談では、 
こんな言葉をよく聞きます。 

「一度も大幅に遅れたことはなかった」 

「遅配した記憶がない」 

「間に合っていたはず」 

しかし、 
記録を振り返ると、 

• 毎回ギリギリ 

• 余裕を持った配達がほとんどない 

• 疲労が蓄積していた 



という共通点が見えてきます。 

5. 整理チェック 

一度、次を確認してください。 

• 配達終了時刻に 余裕があるか 

• 予想外の事態に 対応できる余白 があるか 

• 「間に合う前提」で動いていないか 

問題は遅れたかどうかではなく、 
余裕を前提にしているか です。 



Part5｜第5章 
チャット・サポート連絡を省略し始めたとき 

1. 現場でよくある判断 

配達中に迷いが生じる場面は、 
誰にでもあります。 

• 住所が分かりにくい 

• 受取人と連絡が取れない 

• 指示が曖昧 

このとき、 
サポートに連絡するかどうかを 
一瞬迷います。 

そして多くの場合、 
こう判断します。 

• 自分で処理した方が早い 

• 連絡が面倒 

• 前も連絡しなくて大丈夫だった 

2. なぜ連絡を省略しやすいのか 

連絡を省略する背景には、 

• 時間的プレッシャー 

• 経験からくる自信 

• 過去の成功体験 

があります。 

特に、 
配達経験が増えるほど、 
「自分で判断できる」 
という意識が強くなります。 



しかし、 
この判断は 記録が残らない という 
大きなリスクを伴います。 

3. 内部的に起きやすいこと 

サポート連絡を省略すると、 

• 判断の根拠が残らない 

• 自己判断扱いになる 

• 後から説明できない 

という状態になります。 

問題が起きたとき、 
「なぜそう判断したか」を 
示す記録がないと、 
不利になります。 

4. 相談でよく聞く後悔 

相談では、 
次のような声が多いです。 

「連絡すればよかった」 

「面倒だっただけ」 

「今思えば、数分で済んだ」 

後悔は、 
判断そのものよりも、 
省略したこと に向けられます。 

5. 整理チェック 

次を自分に問いかけてみてください。 

• 迷ったとき、連絡を 省いていないか 



• 判断を一人で完結させていないか 

• 記録を残す意識があるか 

連絡は 
「迷った証拠」ではなく、 
判断を守るための保険 です。 



Part6｜第6章 
サポートへの連絡を「ためらう」ようになったとき 

1. 現場でよくある判断 

配達中、判断に迷う場面は何度も訪れます。 
ただ、ある時期から変化が起きます。 

• 連絡すると時間がかかりそう 

• 些細なことで連絡するのは気が引ける 

• 自分で判断できる範囲だと思う 

この「ためらい」は、 
一見すると 成長や慣れ のように見えます。 

しかし実際には、 
判断を一人で抱え込む方向に 
少しずつ寄っていきます。 

2. なぜ「ためらい」が生まれるのか 

サポート連絡をためらう理由は、 
単なる面倒くささだけではありません。 

• 以前、連絡しても解決しなかった 

• 曖昧な回答だった 

• 自分で処理した方が早かった 

こうした経験が重なると、 
「連絡しない方が合理的」 
という判断が形成されます。 

ここで重要なのは、 
合理性と評価は一致しない という点です。 

3. 内部的に起きやすいこと 



サポートへの連絡を 
「ためらう癖」がつくと、 

• 判断履歴が残らない 

• 問題発生時に説明材料がない 

• 組織側からは“独断”に見える 

という状態になります。 

本人の感覚では 
「効率的に動いている」ですが、 
外から見ると 
判断の根拠が見えない人 になります。 

4. 相談でよく聞く後悔 

相談で多いのは、 
次のような言葉です。 

「聞いても無駄だと思っていた」 

「どうせ同じ回答だと思った」 

「忙しかったから後回しにした」 

しかし、 
後から振り返ると、 

• 連絡していれば記録が残った 

• 自己判断扱いにならなかった 

• 説明の余地があった 

というケースがほとんどです。 

5. 整理チェック 

一度、次を確認してください。 

• 連絡を「無駄」だと決めつけていないか 



• 効率を優先しすぎていないか 

• 判断を一人で完結させていないか 

連絡をためらうこと自体が、 
判断がズレ始めているサイン 
になる場合があります。 



Part7｜第7章 
同じ理由で評価が落ち続けているとき 

1. 現場でよくある状況 

ダッシュボードを見ると、 
評価が少しずつ下がっている。 

ただ、 
大きなトラブルは思い当たらない。 

• 同じ理由が表示されている 

• 内容は曖昧 

• 具体的な改善点が分からない 

この状態が続くと、 
多くの人は 混乱 します。 

2. なぜ改善した実感が持てないのか 

評価が回復しない理由は、 
「改善していない」からとは限りません。 

よくあるのは、 

• 表面的な行動だけを変えた 

• 判断の根本は変わっていない 

• 同じパターンを繰り返している 

つまり、 
原因の見当違い が起きています。 

本人は努力しているつもりでも、 
評価側が見ているポイントと 
ズレている可能性があります。 

3. 内部的に起きやすいこと 



同じ理由で評価が落ち続けると、 

• 改善意欲が低いと見られる 

• 判断が固定化していると見られる 

• 柔軟性がないと評価される 

可能性があります。 

ここで重要なのは、 
同じ結果＝同じ判断 
とは限らない、という点です。 

4. 相談でよく聞く後悔 

よく聞くのは、 
次のような声です。 

「ちゃんと気をつけていた」 

「前より意識していた」 

「何を変えればよかったのか分からない」 

しかし、 
詳しく話を聞くと、 

• 判断基準が曖昧 

• 改善点を自分で決めていた 

• 確認せずに進めていた 

という共通点があります。 

5. 整理チェック 

次を自分に問いかけてください。 

• 改善を 自己判断で完結 させていないか 

• 同じ結果が続いている理由を 分解 しているか 



• 視点を変える努力をしているか 

評価が変わらないときは、 
行動ではなく判断の枠組み 
を見直す必要があります。 



Part8｜第8章 
他人と比較して安心してしまったときに起きていること 

1. 現場でよくある判断 

配達の合間や待機中、 
SNSやコミュニティ、知人との会話で 
他の配達員の話を耳にします。 

• 「自分よりキャンセル多い人がいる」 

• 「あの人も未配出してるけど普通に稼働してる」 

• 「それくらい皆やってる」 

こうした情報に触れると、 
ふっと安心します。 

「自分だけじゃないなら大丈夫だろう」 

この瞬間、 
判断の基準が“自分”から“他人”へ 
静かにすり替わります。 

2. なぜ比較が安心につながるのか 

人は不安を感じると、 
無意識に「相対評価」を求めます。 

• 自分は極端ではない 

• 平均的な範囲にいる 

• もっとひどい人がいる 

こう考えることで、 
心理的な負担が軽くなります。 

ただし、 
Amazon Flexの評価は 
横並びの比較ではありません。 



一人ひとりの履歴と傾向を 
個別に見ています。 

3. 内部的に起きやすいズレ 

他人基準で安心してしまうと、 

• 自分の傾向を見なくなる 

• 小さな違和感を無視する 

• 修正のタイミングを逃す 

という状態になります。 

たとえば、 

• 同じ未配でも頻度が違う 

• 同じキャンセルでも直前性が違う 

• 同じ行動でも積み重なり方が違う 

こうした差は、 
本人には見えにくいものです。 

4. 相談でよく聞く後悔 

比較が原因で判断を誤った人は、 
よくこう言います。 

「周りもやってたから問題ないと思った」 

「自分だけ厳しく見られるとは思わなかった」 

「基準が同じだと思っていた」 

しかし、 
評価は常に 個人単位 です。 

他人が大丈夫だった理由は、 
履歴や状況が違うから、 
というケースがほとんどです。 



5. 整理チェック 

次を自分に問いかけてください。 

• 判断の基準を 他人に置いていないか 

• 「皆やっている」を理由にしていないか 

• 自分の履歴を 個別に見ているか 

安心の根拠が 
他人にあるとき、 
判断はズレやすくなります。 



Part9｜第9章 
「前は大丈夫だった」を信じ続けたとき 

1. 現場でよくある判断 

過去に同じことをして、 
特に問題が起きなかった。 

この経験は、 
とても強い判断材料になります。 

• あの時も平気だった 

• 何度もやっている 

• 今回も大丈夫だろう 

この「前例」は、 
判断を速くし、 
考える手間を省いてくれます。 

2. なぜ過去の成功体験を信じてしまうのか 

人は、 
一度うまくいった方法を 
繰り返す傾向があります。 

特に、 

• 忙しい 

• 疲れている 

• 判断回数が多い 

状況では、 
思考を省エネ化 しようとします。 

「前は大丈夫だった」は、 
最も簡単な省エネ判断です。 

3. 内部的に起きやすい変化 



しかし、 
評価の仕組みは固定ではありません。 

• 時期による変化 

• 全体の稼働状況 

• 基準の調整 

こうした要素が重なり、 
過去と同じ判断でも、 
結果が変わる ことがあります。 

本人は同じ行動をしているつもりでも、 
環境は同じではありません。 

4. 相談でよく聞く後悔 

過去の成功体験に頼った人は、 
次のように振り返ります。 

「前は何も起きなかったのに」 

「急に厳しくなった気がする」 

「基準が変わったなら教えてほしかった」 

ただ、 
実際には「急に変わった」のではなく、 
積み重なった結果が表に出た 
ケースが多く見られます。 

5. 整理チェック 

一度、立ち止まって考えてください。 

• 判断理由が 過去の経験だけ になっていないか 

• 最近の傾向を 確認しているか 

• 同じ判断を 惰性で続けていないか 



「前は大丈夫だった」は、 
最も危険な安心材料になることがあります。 



Part10｜第10章 
疲労が判断に影響し始めたときに起きていること 

1. 現場でよくある状態 

配達を続けていると、 
ある時点から「明確なミス」は減っていきます。 

道も覚えた。 
アプリ操作も慣れた。 
トラブル対応も経験した。 

ただ、その代わりに起きるのが 
判断の質の低下 です。 

• 迷うのが面倒になる 

• 深く考えなくなる 

• 早く終わらせたい気持ちが強くなる 

疲労は、 
ミスとしては表に出にくい形で 
判断に影響します。 

2. なぜ疲労は見逃されやすいのか 

疲れている状態は、 
本人にとって「通常運転」になりがちです。 

• これくらいは平気 

• いつもこんな感じ 

• まだ動けている 

特に、 
長く配達を続けている人ほど、 
疲労を 能力でカバー しようとします。 

しかし、 
判断は体力よりも先に鈍ります。 



3. 内部的に起きやすいこと 

疲労が判断に影響すると、 

• 連絡を省略する 

• 選択肢を減らす 

• 無難な処理に寄せる 

という傾向が強まります。 

これらは一見、 
大きな問題には見えません。 

ただ、 
判断の幅が狭まる ことで、 
評価に影響しやすい行動が 
増えていきます。 

4. 相談でよく聞く後悔 

疲労が原因だったと 
後から気づく人は、 
こう話します。 

「その時は疲れていた」 

「判断が雑になっていたと思う」 

「今なら違う選択をする」 

しかし、 
疲労は後からしか 
自覚できないことが多いものです。 

5. 整理チェック 

次を自分に問いかけてください。 

• 疲れた状態で 判断を急いでいないか 



• 連絡や確認を 省いていないか 

• 「早く終わらせたい」が判断理由になっていないか 

疲労は、 
静かに判断を歪めます。 



Part11｜第11章 
稼働頻度を急に変えたときに起きていること 

1. 現場でよくある変化 

ある時期を境に、 
稼働頻度が大きく変わることがあります。 

• 一気に稼働を増やした 

• 逆に急に減らした 

• 生活リズムが変わった 

本人にとっては、 
合理的な判断です。 

• 稼ぎたい 

• 予定が変わった 

• 体調や家庭の事情 

ただ、 
この変化が 評価の流れ に 
影響することがあります。 

2. なぜ急な変化が影響しやすいのか 

評価は、 
一定の 安定性 を前提に 
蓄積されます。 

そこに急な変化が入ると、 

• 行動パターンが変わる 

• 判断の傾向が変わる 

• 結果のばらつきが出る 

これ自体が悪いわけではありません。 



問題は、 
変化に判断が追いつかない 
ことです。 

3. 内部的に起きやすいこと 

稼働頻度を急に変えると、 

• 疲労の蓄積 

• 判断ミスの増加 

• 対応の省略 

が起きやすくなります。 

本人は 
「以前と同じつもり」で動いていても、 
実際には 
判断の質が変わっています。 

4. 相談でよく聞く後悔 

相談では、 
次のような声が聞かれます。 

「稼働を増やした直後だった」 

「生活が変わったタイミングだった」 

「余裕がなかった」 

振り返ると、 
変化の時期と 
問題発生の時期が 
重なっていることが多いです。 

5. 整理チェック 

次を確認してください。 

• 稼働頻度を 急に変えていないか 



• 変化後の判断を 見直しているか 

• 以前と同じ基準で判断していないか 

変化があったときほど、 
判断を丁寧にする必要があります。 



Part12｜第12章 
警告を「軽い注意」だと受け取ったときに起きていること 

1. 現場でよくある受け取り方 

アプリやメールで届く警告文。 
内容は抽象的で、具体的な行動が示されていない。 

このとき、多くの人がこう受け取ります。 

• とりあえず気をつければいい 

• すぐに止まるわけではなさそう 

• 形式的な注意だろう 

そして、 
大きく行動を変えない まま 
日常の配達に戻ります。 

2. なぜ警告を軽く見てしまうのか 

警告が軽く見られやすい理由は、 
文面の曖昧さだけではありません。 

• 具体的な期限が書かれていない 

• 直後に制限がかからない 

• 何度か受け取っても稼働できている 

これらが重なると、 
警告は「情報の一つ」になってしまいます。 

しかし、 
警告は 行動を変える猶予 であることが多い。 

ここを読み違えると、 
次のステップは 
選択肢が一気に減ります。 

3. 内部的に起きやすい状態 



警告が出ている状態では、 

• すでに一定の傾向が認識されている 

• 評価が注視されやすくなっている 

• 次の判断が重く見られやすい 

可能性があります。 

警告自体が 
「最後通告」ではないとしても、 
分岐点 であることは確かです。 

4. 相談でよく聞く後悔 

警告を軽く受け取った人は、 
後からこう言います。 

「もっと真剣に見ればよかった」 

「あの時、判断を変えるべきだった」 

「何がダメか分からなかった」 

しかし、 
警告の役割は 
理由を説明すること ではなく、 
流れを止める合図 です。 

5. 整理チェック 

警告が出たとき、 
次を自分に問いかけてください。 

• 行動ではなく 判断の癖 を見直したか 

• 表面的な対処で済ませていないか 

• 一時的にでも 慎重さを上げたか 



警告は 
「気をつける」ではなく 
「一度止まる」ためのサイン です。 



Final｜まとめ 
このPDFが伝えたかったこと 

この資料を通してお伝えしたかったのは、 
特定の行動が「アウト」だという話ではありません。 

Amazon Flexにおけるトラブルの多くは、 
判断の積み重ね から生まれます。 

• 一つ一つは小さい 

• その場では問題にならない 

• 周りもやっている 

こうした判断が、 
長い時間をかけて 
評価の流れを作っていきます。 

「正解」を探さないでほしい理由 

多くの人は、 
「これをすれば大丈夫」 
という正解を求めます。 

しかし、 
配達の現場では 
状況が常に変わります。 

だからこそ、 
固定された正解よりも、 
判断のクセを知ること が重要です。 

このPDFが役立つ人・役立たない人 

この資料が役立つのは、 

• 自分の判断を一度整理したい人 

• 「なぜか不安」がある人 



• 立ち止まる余地を残したい人 

逆に、 

• すぐに答えが欲しい 

• テンプレだけ欲しい 

• 誰かに責任を委ねたい 

という人には、 
物足りないかもしれません。 

最後にひとつだけ、大事な話をさせてください。

このPDFでは、 

「気づかないうちにアカウント停止につながる行動」 
を、できるだけ客観的に整理しました。

ここまで読んで、

• 「あ、これやってたかも…」

• 「思ってたより危ないな」

• 「ちょっと判断ミスしてたかもしれない」

そう感じた方もいると思います。

それは、すごく正常な反応です。

ただ、相談を200件以上受けてきて

ひとつだけ、はっきり分かったことがあります。

多くの人は 
「知らなかった」から詰んだのではありません。

• 知識はあった

• 情報も調べていた

• 真面目にやっていた



それでも、

「その時、どう判断したか」 
この一点で、結果が大きく分かれています。

特に危ないのは、こんな状態です。

• 警告メールが来ている

• 評価が不安定になってきた

• 周りの情報を見て焦っている

• 「今、何か動いた方がいいのか？」と迷っている

このフェーズでは、 

正しい行動よりも 
「やらない方がいい判断」を間違えないこと 
の方が重要になります。

このPDFは「地図」です。

どこに地雷があるか、 
何が危険かを知るためのもの。

ただ、

今、自分が 
その地図のどこに立っているのか

これは、 
地図だけでは分からないことが多い。

もし今、

• 自分の判断が合っているのか不安

• このままFlexを続けて大丈夫か迷っている

• 収入が1本なのが、正直怖い

そう感じているなら、



次にご案内するのは 
「ノウハウ」や「対処法」ではありません。

あなたの状況を整理し、 
「選んではいけない判断」を一緒に消すためのものです。

必要な人にだけ、 
別途ご案内します。

焦る必要はありません。 

ただ、 

判断を誤ると一気に状況が変わる世界だということだけ、 
覚えておいてください。

ここまで読んでいただき、 
ありがとうございました。
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